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抗 GST 抗体, ウサギ血清          
 

60-021     100 μl                   
    

グルタチオン S-トランスフェラーゼ (GST) は融合タンパクの作成に広く用いられている。GST-タグ

は 220 アミノ酸（約 26kDa）の大きさであり、種々のタンパク質の N-末端に融合させることができる。

GST-融合タンパクは、大腸菌でリコンビナント・タンパクとして生成させ、目的のタンパクの精製や、検

出に用いられる。GST部はその基質であるグルタチオンに結合する。GST-融合タンパクは細胞抽出液から

グルタチオン・レジンを用いたアフィニティ・クロマトグラフィにより容易に精製できる。 

GSTに対する抗体がウサギで作成された。 
  

用途:  

1.ウエスタンブロッティング (1/2,000希釈)   2. 免疫沈降 

その他の用途は試されてない。 

抗原: リコンビナント GST (アミノ酸No.1-212) 

形状: 0.05% sodium azide添加血清 

反応特異性: GSTおよびGST-tagged タンパク質 

保存: 4℃で送付、小分けして -20℃で保存。凍結融解の繰り返しは避ける。 
 

データリンク: NCBI Protein Data AAA57089 
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図 1 この抗体を用いたウエスタンブロッティングによる

GST-tagged タンパク質の検出 

-: 空のベクターをトランスフェクトした 293T細胞の lysate 

+: GST-tagged importin遺伝子を担うプラスミドをトランスフ 

ェクトした 293T 細胞の lysate 

  

図 2 この抗体を用いた GST-taggedタンパク質の免疫沈降とウエス

タンブロッティング 

-: 空のベクターをトランスフェクトした 293T細胞の lysate 

+: GST-tagged INbox 遺伝子を担うプラスミドをトランスフェクト 

した 293T細胞の lysate 
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